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概要と目的

Resultant of composed polynomialの chain ruleについて書かれている論文 [2]を読んだ。

この論文 [2]の主定理の条件を変えても定理は成り立つだろうかと疑問に思ったことが本論文作成のきっかけであ
る。

本論文で扱う主定理は既存のもの（[1]に載っている）であるが、その既存の定理に対して、別の初等的な証明を
与え、主定理を使う場合と使わない場合の計算量の違い、定理を使うことで共通零点を持つ図形について考察す

る、というのが本論文作成の目的である。

諸定理の紹介

定理 1

Resd1m,d2m,...,dnm(F1(h1, h2, ..., hn)h, F2(h1, h2, ..., hn)h, ...., Fn(h1, h2, ..., hn)h)

= (Resd1,d2,...,dn(F1, F2, ..., Fn)mn−1×(Resm1,m,...,m(H1,H2, ..., Hn))d1d2...dn×(Resm,...,m(H2, ..., Hn))(m−m1)d1d2...dn

ここで F1,F2,...,Fnは次数 d1,d2,....,dnの体 k係数 n変数斉次多項式、H1,H2,....,Hnは次数m1,m,...,mの体 k係

数 n変数斉次多項式 (m1 < m)とし、

hi := Hi(x1, x2, ...., xn−1, 1),Hi := Hi(x1, x2, ..., xn−1, 0),Fi(h1, h2, ...., hn)hは Fi(h1, h2, ...., hn)を斉次化させた
多項式とする。（i = 1, 2, ...., n）

定理 2（[3]から引用）

Resd1,d2,...,dn
(F1, F2, ..., Fn) = 0

⇐⇒ F1 = F2 = .... = Fn = 0は Pn−1(k)に解を持つ。

ここで F1,F2,....,Fn は次数 d1,d2,....,dn の体 k係数 n変数斉次多項式とし、kは kの代数的閉体とする。

定理 3（[2]から引用）

Resd1m,d2m,...,dnm(F1(H1, H2, ..., Hn), F2(H1,H2, ...,Hn), ..., Fn(H1,H2, ...,Hn))

= (Resd1,d2,...,dn(F1, F2, ..., Fn))mn−1 × (Resm,m,...,m(H1, H2, ...,Hn))d1d2...dn

定理 4（[5]から引用）

Resd1,d2,...,dn(F1, F2, ..., Fn)

= (Resd1,d2,...,dn−1(F1, F2, ..., Fn−1))dn × det(mfn : A −→ A)

ここで、Fi := Fi(x1, x2, ..., xn−1, 0),fi := Fi(x1, x2, ..., xn−1, 1)（i = 1, 2, ..., n）,

A := k[x1, x2, ..., xn−1])/ < f1, f2, ..., fn−1 >、kは kの代数閉体とする。
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定理 1を使うこと場合と使わない場合の計算量の違い

n = 2, 3のときについて、定理を使う場合と使わない場合でどれくらい計算量に違いが出てくるだろうか。

[5]によると、Resultantは必ず 2つの行列式の商の形として書けるので、考えなければいけない分子の行列式の
大きさをもとに、計算量・計算時間を比べる。

(1)n = 2のとき
例えば、m1 = 1,m = d1 + d2 = 20のとき、考えなければならない行列式の大きさは 400から 20まで小さくな
る。mathematica 8による計算時間も 6.02秒から 0,01秒にまで短縮できる。
(2)n = 3のとき
例えば、m1 = 1,m = 5, d1 + d2 + d3 = 9のとき、考えなければならない行列式の大きさは 990から 45、55まで
小さくなる。
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